
  

 

令和の風を期待し 

令和元年度 総会終わる 

 
 

＜総会＞ 

日時：平成 31年 4月 16日 13:00～ 

場所：龍潭寺客殿 
  議事 

 平成 30年度 活動報告 ・会計報告 

 令和元年度  活動計画  ・予算 ・役員 

   ＜審議の結果、承認をいただきました。＞ 

 講話 14:00～15:30 

   「井伊直弼の茶の湯」 

  講師 井伊家 18代御内室 井伊 裕子先生 

   

境内の桜が青空に映え、柔らかな新芽の息吹が耳

元に聞こえるような穏やかな日でありました。 

総会後には、講師として井伊家１８代御内室 井

伊裕子先生をお迎えし、令和元年度にふさわしく

「井伊直弼の茶の湯」と題し、政治家とは別の「茶

の湯」を極めた「茶人、井伊直弼」のお話をいただ

きました。 

大老としての井伊直弼とは別の[茶人井伊直弼]

を詳しく知ることが出来、歴史的意義を感じながら、

質の高い講話を拝聴しました。 

井伊家末裔の方の講話で、皆様がより感銘を受け

ました。有り難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   令和元年度 活動予定  
 ○講話 
  ９月１７日(火)１３：００～ 

   会場：龍潭寺客殿 

   講話：「井伊直政が残した二人の男子Ⅰ」 

   講師：龍潭寺閑栖 武藤 全裕 師 

            (聴講料 ５００円) 

  

 ○現地研修 
  １０月 ４日(金)  

「龍潭寺住職と巡る旅」 

   ～ 臨済寺と袋井市「可睡斎・油山寺」～ 

    

行 程 
  龍潭寺 ⇒ (新東名・新静岡 I,C)⇒ 臨済寺 ⇒  
     8:00集合 8:10発       10:00～11:30 

  元祖丁子屋(昼食)⇒(藤枝岡部 I.C・新東名森掛川 

 11:50～12:40 

 I.C)⇒東海道一の禅の修行道場「可睡斎」 
               13:50～14:50 

  ⇒ 遠州三山の一つ「油山寺」⇒(遠州森町ス 

            14:50～15:50 

マート I.C・新東名・浜松 SA(ショッピング)・浜松

                16:20～16:50 

SAI.C⇒ 龍潭寺 

      17:20頃  旅行代金一人 9,000円 

                  定員２５名 

  

○講話 
  令和 2年 2月１９日(水) 

会場：龍潭寺客殿   

講話：「井伊直政が残した二人の男子Ⅱ」 

  講師：龍潭寺閑栖 武藤 全裕 師 

            (聴講料 ５００円)   

 

★information
･･･ 10月現地研修 ･･･ 

 
臨済寺･･･今川氏の菩提寺で、人質になっていた家

康公が学び親しんだお寺。 

    本堂は、国の重要文化財。 

庭園は、国の名勝。 

可睡斎･･･悠久六百年の歴史を刻み、徳川家康が名

付けた古刹。 

油山寺･･･遠州三山の一つ医王山薬王院油山寺は、

大宝元年(701)に行基大德によって開山さ 

    れた真言宗のお寺。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                                

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   講師 井伊 裕子先生 
 

 

はじめに 

「井伊直弼は、「地元彦根では、郷土の偉い人、領民

のことをよく考えるよい殿様。」と思われています。

一方で、世に安政の大獄と呼ばれる出来事の背景も

丁寧に説明されないまま、中学校の教科書には「悪

人」と書かれていますが、現代でも正当に評価され

ていないように思います。井伊直弼を知ってみます

と大老であったと同時に茶人・歌人であった息づか

いが聞こえてきます。 

直弼は、こよなく茶の湯を愛した茶人でありまし

た。直弼の政治家としてではない側面がもっと広く

知られて欲しいと思っていますので、今日は『井伊

直弼の茶の湯』と題したお話をさせていただきま

す。」と、講話が始まりました。私自身深くは知りま

せんでしたので大変興味をもちました。 

講話の中から、執筆担当者が興味深く伺った部分 

を抜粋して報告いたします。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

「一期一会」は井伊直弼の言葉 

 平成二十年大河ドラマ「篤姫」で、直弼がお茶を

点てる場面が放映されたので、茶人としての直弼も

世間に知られたかと思いますがまだまだ知られて

いないような気がします。 

 それと同様「一期一会」という言葉は、広く知ら

れていますが、直弼の言葉だと知っている人は少な

いのではないでしょうか。 

「一期一会」とは、幾度同じ客とお茶会をしても、

今日の会は一生に一回きりの会であるから、主客と

も実意をもって交わるべきということで、直弼の著

書「茶湯一会集」の冒頭で説いている言葉です。さ

らに「茶湯一会集」の終わりに説かれているのが 

「独座観念」なのです。  

 

おわりに 

裕子先生は、「祖母から教わった独座観念」と題し

て、『「独座観念」とは、お客様がお帰りになった後

にすぐにバタバタと片付けてはならない。』ことを

著書「井伊家の教え」で述べておられます。 

井伊大老のお茶の精神「一期一会」で説明される

お茶会は、「独座観念」で締めくくる。歴史的意義の

高い講話でありました。有り難うございました。 

           ＜参照 井伊家の教え＞ 

 

 「茶人井伊 直弼」を語る 

     井伊家末裔 井伊 裕子先生 

 
 

 

 

 

 

 

 

   日時：４月１６日 １３：００～  会場：龍潭寺客殿         いい   ひろこ 

     講話 「井伊直弼の茶の湯」  講師 井伊家１８代御内室 井伊 裕子先生 
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